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青年海外隊 国内農業協力

急
帰

後

健康診断の実施数増減率の推移
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ナ
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ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
健
康
診
断
の
受

診
者
数
が
昨
年
に
比
べ
落
ち
込

ん
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と
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１４
日
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
任
地
の
開
発
途
上
国

か
ら
緊
急
帰
国
し
た
国
際
協

力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
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）
の
青

断雲
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キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
作
業
を
行
う
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
大
河
原
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子
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＝
３
日
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嬬
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が
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キ
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ベ
ツ
の
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日
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れ
る
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嬬
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村
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中
だ
。
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の
役
に
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ち
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と
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手
不
足
に
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け
負
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亮
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ヽ
３
月
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員
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緊
急

帰

国

が
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ま

っ
た
際
に

「
任
期
半
ば

で
帰
国
し
、
再
び
戻
れ
る
か

も
わ
か
ら
な
い
。
日
本
で
も

何
か

地
域

貢
献

を
さ

せ

て

あ
げ
ら
れ
な
い
か
」
と
考
え
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恋
村
に
来
る
は
ず
だ

っ

た
外
国
人
技
能
実
習
生
が
、
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型
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ロ
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ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
３
分
の
１
ほ
ど
し
か
入

国
で
き
ず
農
家
が
困

っ
て
い

る
と
新
聞
記
事
で
知
り
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
隊
員
を
募

集
　
５
月
、
応
募
し
て
き
た

県
内
の
５
人
を
農
家
に
派
遣

し
た
。
６
～
７
月
に
は
千
葉

や
滋
賀
県
な
ど
か
ら
も
隊
員

が
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ま

っ
た
。
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件
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設
の
確
保
に
奔
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し
た
。

最
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期
に
は
午
前
２
時
ご

ろ
か
ら
収
穫
を
始
め
、
休
憩

を
挟
み
な
が
ら
、
箱
詰
め
な

ど
午
後
５
時
近
く
ま
で
作
業

が
続
く
。
ベ
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ン
か
ら
帰
国

し
、
６
月
か
ら
働
い
て
い
る

東
京
都
台
東
区
の
大
河
原
花

子
さ
ん

（
２７
）
は

「
突
然
の
帰

国

で
も

や
も

や
し

て

い
た

が
、
日
本
で
も
役
に
立
て
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
農
繁
期

の
１０
月
末
ま
で
の
予
定
。
矢

島
代
表
は

「
協
力
隊
は
地
域

の
課
題
を
現
地
の
人
と

一
緒

に
解
決
す
る
の
が
使
命
で
、

場
所
が
日
本
で
も
海
外
で
も

や
る
こ
と
は
同
じ
ｃ
地
域
の

懐
に
飛
び
込
ん
で
、
少
し
で

も
成
長
の
機
会
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。
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